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　２年E組で過ごすために　
　新学期スタートから１週間、LHRの時間は３時間もあったものの、進路希望調査をしなければならなかったり、たくさんの配布物があったりでなかなか君たちにじっくりと話をする機会がありませんでした。４月１１日（木）になってやっと私の英語Ⅱの授業があり、授業時間の半分ぐらい「２年E組で過ごすために」ということを話すことができました。後志・小樽の雄が集う小樽潮陵高校であれば、「普通に過ごす」の一つでよいのではないかと考えていますが、私は、年々高校生とは年齢が離れていくことを自覚していて、私の考える「普通」と高校生の考える「普通」の感覚がズレていると感じることもあるので、クラスでの「お約束」を三つだけ示しました。
　私の愛読書『公認野球規則』は約３００ページもあり、読む度に新しい発見があるのですが、これももっと少なくてもいいのではないかと思っています。例えば、野球には「インフィールドフライ」というルールがあります。詳しくは述べませんが、誰かがズルイことして二つのアウトを取るのを防ぐという「悲しいルール」です。この春の選抜大会でも、大阪桐蔭高校の選手が本塁上で相手捕手に体当たりする場面がありましたが、このプレイもアマチュア野球では認められていない危険なプレイで、今度の野球部の大会前には徹底事項として通達が来ると思います。視野を広げて、周りを見渡せば、「優先席」、「ガムを捨てないでください」などの標示や看板も目に飛び込んできます。これらも私を悲しい気持ちにさせます。
　集団の持つルールは、少なければ少ないほど、シンプルであればシンプルであるほど、その集団は成熟していると言えると思います。誰かがくだらないことをやらかせば、それだけルールが増えることになるのですから。以下に２年E組で過ごすためのルールを示しておきます。クラスの中で快適に過ごすためには、多少の努力と心配りが必要です。私は、この三つのルールだけで１年間過ごせることを強く希望しています。

Rule No.1  笑顔で挨拶！
　昨今「コミュニケーション能力」についての議論が盛んですが、私に言わせれば、「挨拶もきちんとできないヤツがコミュニケーション能力を語るな！」といったところです。言うまでもなく、挨拶は人間関係やコミュニケーションの基本です。その挨拶に「笑顔」を添えられるとなお良いと思います。まだ君たちはしばらく若者なのだから、先輩や上司にかわいがられるような後輩や部下になりましょう。自分が先輩や上司になったら、後輩や部下をかわいがってあげてください。君たちは思春期で気持ち的に不安定なこともあるでしょう。時には親とけんかしたまま家を出て、むしゃくしゃしたまま登校、なんて日もあるかもしれません。そんなときこそ、友人や先生たちに、きちんと挨拶をしよう。ある人は、たとえ前の晩に大げんかをしたとしても、翌朝外出するときには必ず妻に「チュッ」としてから出かけるそうです。彼はそれを結婚して以来の変わらぬ習慣にしているようで、理由を尋ねてみると、「外に出たら何が起こるか分からない。事故を起こすかも知れないし、事故に巻き込まれて命を落とすこともあるかも知れない。そんな時、妻にとって最後の思い出がケンカしたことだったらイヤでしょ。」ということらしい。君たちは「楽しいから笑う」と思っているかも知れないが、実は「笑うから楽しい」のです。挨拶も、「今日は気分がいいから挨拶をする」ではなく、「挨拶をするから一日を気分良く過ごせる」という発想で笑顔で挨拶をしよう！
Rule No.2　整理整頓！
　「みんなのモノ」の扱いは、なぜかザツになりがちです。部活動の練習前にグランドに一礼して感謝の気持ちを表す姿を見ることはあっても、教室に一礼して入る姿は一度も見たことはありません。どちらも同じく、自分を鍛えてくれる場なのにね。教室に入る前に礼をしろ、と言いたいわけではありません。部活動の試合や遠征に行った
ときには、かばんや持ち物などもきちんとそろえているはずです。部活のときと同じことを教室でもやって欲しいだけです。練習が終わったら整備をするのと同じで、「授業が終わったら、きれいに掃除をしよう、持ち物はロッカーに片付けよう」ということです。

Rule No.3　期限厳守！
　学校には守るべき期限がたくさんあります。８時１０分の登校時刻に始まり、各教科からの課題や宿題。保護者宛の配布物。期限の定められた提出物を数え上げればきりがありません。今の君たちなら大目に見られていることでも、例えば、１年１０ヵ月後に願書の発送が１日でも間に合わなかったりすれば、「ハイ、ゴクローサン」の一言で終わってしまいます。私自身の反省をさせてもらえば、昨年度は提出物の期限などを君たちに徹底できませんでした。ペナルティというわけではありませんが、今年は、例えば英語でいえば、週末課題や長期休業中の課題などを指示された日に提出できなかったり、朝テストや小テストで一定の基準をクリアできなかったりした場合にはトレーニングを課すことにします。メニューは長距離走→パワー走→瞬発系ダッシュ→体幹トレ→ストレッチ、約５０分程度を予定しています。もちろん私も一緒にトレーニングします。
　実は、私は元々体育教師を志望していて、今でも猛烈に体育教師という職業にあこがれています。体育教師のことを英語で、 “PE(Physical Education) Teacher”と言いますが、今年から私も “PE(Physical English) Teacher”になります。


数学の先生。間違いがあれば指摘してください。よろしくお願いします。
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　今、2年E組教室には生徒３８名と担任１名の計３９名がいます。この内の誰かと誰かの誕生日が同じである確率を次の選択肢から「直感で」選んで欲しい。


　①　１年３６５日で３９人だから、１０％ちょっと。


　②　「いる」か「いない」か二つに一つだから、５０％ぐらい。


　③　実際、堀川君と森下君が同じ誕生日だったから、１００％。





　①～③と答えた人は残念ながらみんな「ハズレ」です。この場合は、一人ひとりの誕生日を考えるよりも、組み合わせの数を考えなければなりません。最初の人はクラスの他のメンバー全員とペアを組めるから３８通り。２番目の人は最初の人以外のすべてのメンバーとペアを組めるから３７通り。このように考えていくと、「１＋２＋・・・３７＋３８＝　　　」という式でこのクラスすべてのペアの数を表すことができます。１～３８までの数字を足していこうとする人は、マジメだが知恵がありません。自然数の最初のn個の和は





　sum (n) =   n ( n+1 )　で表せるから、１～３８までの和は、sum(38) =   38(38+1) = 741





　　741÷365 =2.0301…　ナント、２００％以上の確率となります！





　このように君たちの直感は当てになりません。よくよく考えて生活しよう！！





感受性を豊かに（３７）
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この学級通信は､君たちと私の明日のために、週１回発行する予定です。
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　今、回収中の提出物　


・家庭環境綴２枚（４／１２）　	・スタサポ振返シート（４／１６）


・スポーツ振興センター掛金１６５０円（４／２３まで　事務室へ）


・PTA総会出欠票（４／１６）	・� eq \o\ac(○,T)�生活時間調査（４／２３）


・各奨学金の申込　（� eq \o\ac(○,T)�とあるのはトレーニング対象提出物です）











